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　　　　　　解誼　　大島康一・f’・c郎

　ジャイロパイロットはジャイロコンパスの指

示で船を自動的に操縦するサーボ機構である。

②船のブリッジに襲備されたコントロールユ＝ット

　ユントロールユニヅ1・には別に位置したジャイロコン

パスから，その指示が電f9的F一傳注漸しる。コントロー

ルユニツトのハンドルは針路指定♪臨

　中央は手動操舵装置　イf端1よマグコf’．・卜コンパス

③船尾の標舵機ーに装備されたバワ・一ユニット。
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①スペy－－rtジャイロバイロツト〔東京言卜器製造所製）

　　右がコントロールユ＝ヴトP左がパワー＝＝　＝ヅト

　④コースレコーダーの記録の一例

　　手動燥舵とくらべて自動操舵では針路がよりよく一定

　に保たれているζとがわかるo
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③煙天井沮度測定装置

　壇の背面から輻射高温

計で測定していア

⑥　塊内Pt力調節

　装．置

　A煙道ダンパー

　B　バリー・

　　　　シリングー

②　燐天井温度自動制御配鋒
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自　動　制　御

　顧読源解井　桑

畿難il三1灘
糠論場てある日石横濱製油所を訪
　．“’1

　　　　ねて最近整備の成つたB．K

　　　　i閏滑油驚製曇置・減堅蒸溜装

　　　　置の自動制御装置のいくつか

　　　　をカメラにおさめた。



解晩　高　橋　安　人

①自動増節計の周波偲遼レ

　　スポンス試駿

　往復機携Sから，てこで調

節計Gのヘンを正弦波状に動

かしている。この律復機構を

用いて各種のプロ七Zの制御

1生力；周波特性の形で試験され

るo
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②

②呈として工藁プロセスの周捜レスポンスを測るたあの入力営構

mamで1越・ス…　f－一幼原理で4を轍徽運動凋期et
＋秒～tt　f一分）させる・行程（ピンftve）は2の7．・P”トで憂える。3

は180り符に接顯を開閉するための切訣き。

③表紙に示した空毎式リセット比例調節計の制御記錬例

ユヒ例幣軟第に弱恥と”・2，3とts　V，勅11・・井鰯め鼓5

になる・1と4は不安定・3顧蔓鵬1，1と5は減紬鋤を和，，實用にす

るのは2，3，5のような條件である。（本文6頁参照）
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　サーこスダーの抵抗が温度により

いちしる且、1蔓化するのを利用Lた

電子管式温度制・

御装置
　　　　解説増淵　正　美

サーミスターをホf一トzトン・プ

リゾジの．・邊とし，その不「1・衡を冠

子管（髪置　）によ1，櫓蘭L電磁弁

（2）にょって管系（3）の空氣雁攣化

とし，弁（4）を動t乍させ一〔thf］　ilpをイ∫

う方式である。（5）は温鹿卍録裂置

であるo
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